
令和６年度 自己評価・学校関係者評価報告について 

令和７年３月 
学)青森愛育学園 愛育幼稚園 

 

１.  本園の教育目標      素直に話せる子   元気に遊べる子   思いやりのある子   

 

２. 本年度取り組む重点目標 ：『具体的な環境構成の研究・実践と実践結果の検証』 

昨年度の取組「外遊びの充実」の振り返りをもとに、今年度は環境に関わって育つ子どもの主体的でいき

いきとした姿を理想に、一人一人の個性や発達、他者との関わりについてのよりよい育ちを目指した環境づ

くりに取り組む。 

『安心、多様性、遊びや活動の継続性、試行錯誤、子どもと保育者が共に創造するオープンエンド』 

以上５つのポイントを掲げ、実践していく。 

人的環境である保育者と子どもの関わりについても、その世界を十分に広げ、様々な視点とキャリア

を持つ保育者たちが子どもそれぞれの興味・関心にいろいろな場面で丁寧に関わることによって、一人

一人の子ども理解を深めることにつなげていき、子どもの「今」そして「明日」を、家庭と共有し連携

に向かっていく。 

 

３．重点目標の達成にあたり、保育者が取り組むべき活動の段階を示した「取組指標」と、取り組みの実践に 

より、子どもたちや教員に成果として見えてくるであろう姿の段階を示した「成果指標」について 

 具体的な内容 

取組指標 

① 子どもの興味・関心や育ちに即した遊具・用具・素材等を環境として置き、自由に選べるよ

うに準備する。 

② 保育の振り返りや記録から子ども理解を深め、一人一人に合った配慮や援助を考えながら 

空間やモノの配置を工夫する。 

③ 子どもが環境に関わりながら遊びを通して身につけている力や学んでいる内容を捉える。 

成果指標 

① 興味をもったものを自ら選んで遊びに取り入れ繰り返し遊んだり試したりするようになる。 

② 好きな遊びをみつけて夢中になって遊び、その中で自分の思いや気持ちを出せるようになる 

③ 日々の振り返りの中で、子どもの育ちを、具体的な姿や幼稚園教育において育みたい資質・

能力等の視点から丁寧に捉え、幼稚園教育要領の解説などを読んだり確かめたりしながら記

録したり、保育者それぞれが積極的に語り合い、共有する力を高められるようになる。 

 

４．評価項目の達成及び取り組み状況とその成果 

評価項目 評価 取組状況 取組による成果 

具体的な環境

構成の研究・ 

実践と実践結

果の検証 

 

A 

① 子どもの姿をよく観察し、子どもに合わ

せた事前準備をする。 

遊びの最初から片付けまで自分の力でで

きるように環境の工夫・改善を行う。 

子ども自身が遊びのイメージを持ち、好きな

ことややりたい思いを自分なりに発揮して伸

び伸びと取り組めるようになった。 

 

A 

② 毎日保育者間で報告と振り返りを行い子

どもの姿を共有する。 

各遊びコーナーの人員配置、素材や教材、

用具等の内容や数量を決めて実践する。 

日々子どもの姿を共有したことから一人一人

の興味・関心、遊び方、発達の課題、友だち

との関係性、配慮する点等がわかり、それを

声掛けや援助に活かしたことで、子どもが安

心して遊び、遊びの内容も豊かになった。 

B⁺ 

③ 考える、試行錯誤することが十分できる

ように遊び時間の保障、内容、声掛け、

必要な指導について共有し計画を立て

る。 

幼稚園教育要領を用いて共通の言葉で育

ちを語り合い、記録する。 

キャリアに関係なく、保育者自身の視点

で積極的に語り合える場づくり、互いの

考えや意見を受け止める姿勢を心がけ、

同僚性を高める。 

期待を胸に登園する姿に遊びへの意欲が窺

え、様々な体験に異年齢の関わりが常にあっ

たことを通して学び合い、自分の力で繰り返

しチャレンジする育ちが見えた。 

保育実践の語り合いを日常的にしたことで保

育者は子どもの姿をよく捉え、子どもの目線

で遊び環境を考えることができた。 

１年の前半は報告や情報交換に止まり、教育要

領を用いた共通の言葉での子ども理解には至

らなかった。２学期から取り組み始め、個々

の育ちについて共有を深められたが、日々の

遊びの記録方法や具体的な計画の作成には課

題があるように感じている。 



評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

５.総合的な自己評価結果 

評価 理  由 

A 

・子どもの日々の姿を丁寧に捉え、遊び環境の工夫を保育者一人一人が知恵を絞り、保育者間で出し合っ

た意見を集約しながら実践に活かすことができた。 

・毎日の振り返りを通して子ども理解を深める保育者の存在が子どもにとって安心の環境となり、子ども

が自分のペースで主体的に行動し、伸び伸びとやりたい遊びに取り組み自己発揮する姿に成長した。 

・振り返りの時間には幼稚園教育要領を開き、子どもの育ちを共通の言葉で語り合うことを大切に積み上

げてきたことで、子どもたちをみんなで支え育てる意識に繋がり、個々の育ちについて喜びや課題を深

く共有することができた。 

・記録については子どもの今を伝えるドキュメンテーションに取り組んだことで、家庭においても子ども

の興味や関心、育ちについて共通理解を図ることができたが、連携の頻度についてはもう少し検討が必

要だと感じた。 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

 

６．今後取り組む課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

 

子どもたちのウェルビ

ーイングのためになる

環境づくり 

 

・豊かな保育環境の質について、「保育環境評価スケール」の活用や外部研修で得た学びを

園全体で共有すると共に、まずは園の環境を丁寧に見直すところから始め、「生活」「遊

び」の視点から保育者一人一人が主体的に実践していく。 

・保護者とのより良い関係性の構築と連携に努め、共に子どもの成長を実感したり、保護

者が子どもの姿を前向きに捉え、園と共通認識をもって成長を支えられるようにする。 

 

 

７．学校関係者評価委員会の評価 

評価 各委員の意見・感想 

A 

・指導要録等も踏まえて、非常に新しい革新的な取組であり、子ども達が生き生きと活動することにつながっ

ているのが間違いないように感じる。 

・資料「保護者アンケート」から評価がほぼほぼ 90％前後ということで、保護者も今年１年間の取組について

満足なさっていることと思う。保護者理解がまずは非常に大事であり今後もこのような取組は進めていって

ほしい。 

・子どもが興味を持つような環境づくり、写真、具体物、掲示の工夫がたくさんあり、小学校においてはユニバ

ーサルデザイン的な掲示があって大変いいと思った。 

・職員配置について、個々に応じた手厚い対応ができている。 

・環境構成の研究を様々なところから窺える。配属クラスだけでなく園の隅々まで、全ての環境を通して異年

齢で安心して遊び、やりたいという気持ちの生まれる、子どもにとっての大きな環境となっている。 

・壁面制作等の環境の醸成ではなく、子どもの活動の足跡、子どもたちをいざなう、遊びのきっかけになるよう

なものも含めて、思いの込もったものがあたたかく園全体の中にしっかりと先生の目線で置かれており、外

部の人も一緒に味わいすぐに伝わるものがある。 

・試行錯誤の中で研修し、教員同士が思いを共有し合っており、教育のマネジメントの礎というところでは実

現されていて素晴らしい。 

・キラキラ楽しそうに生活していることが印象的。幼児期の内に豊かな保育環境の中で生活できることは大き

いと日々感じており、自分の好きなことをとことんできる時間と環境があることが貴重。 

・将来のことを考える時期に幼稚園の頃に立ち返り、自分の好きだったこと等を思い出して方向性を考えるき

っかけになるのではと思う。 

・今年度は遊びの展開やお部屋の使い方に変化のあった年で、保護者として遊びの幅が確実に広がったこと

を実感しており毎日ワクワク通園でき楽しみになる環境づくりができている。 

・個人ファイルは先生方の負担が理解でき、回数や頻度関係なく感謝。家庭との連携として遠慮がちな保護者

との会話のきっかけとなり良いコミュニケーションの存在である。 

・大事さはわかるが時間のかかる大変な振り返りの量がすごい。これが子どもや家庭に還ってくることや、子ど

ものことをここまで考えていることに安心感がある。 

・園児数の減少に悩まれたと思うが、保護者のニーズと子どもの最善の両立の難しさはあっても幼稚園は幼

稚園。これからも愛育らしくいてほしい。 



 

✿幼小の今、そしてこれからについて 

・夏の公開保育を通して当校の先生たちから出ていた意見としては、伸び伸びとやれる半面小学校にはカリキ

ュラムや教室があり、「つまらなかった」「学校行きたくない」等のギャップについて懸念しており、小学校へ

のつなぎについて今後検証の部分で必要なように感じる。 

・様々な環境から集まる友だちとの関係性等、園生活と小学校生活の違いから見えない不安は大人が思う以

上に変化のある１年であり、１年生はよく頑張っている。 

・幼小の人員や体制のギャップが大きい。個々への対応・援助の部分に課題。 

・グループワークは幼小共通して機会が多くなっているが、多様な子どもたちが平等にチャレンジする経験や

環境が大事。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学校関係者評価委員会 

 年長組保育参観 
    
 


